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■超小型衛星通信地上局パラボラアンテナ始動式および説明会 

日 時：平成２２年５月１７日(月) １２時２０分～１２時４０分 
場 所：九州大学伊都キャンパス 衛星通信実験棟ＩＥ２０およびその敷地内（添付資料を参照） 
出席者：村上 敬宜 九州大学理事・副学長 

八坂 哲雄   〃   名誉教授、ＱＰＳ研究所長 
     日野 伸一   〃  大学院工学研究院長 
     都甲  潔    〃   大学院システム情報科学研究院長 

外本 伸治    〃   大学院工学研究院航空宇宙工学副部門長 
     村上 和彰    〃   大学院システム情報科学研究院情報知能工学部門主任 
     黒川 雅之   〃   工学部等事務部長 
         麻生  茂    〃   大学院工学研究院教授 

藤崎 清孝   〃   大学院システム情報科学研究院准教授 
 
次 第：パラボラアンテナ前にて主催者挨拶 

テープカット 
パラボラアンテナ始動式 
デモ作動 
超小型衛星がカムチャッカ半島からフィリピン上空にかけて飛行することを想定して衛

星からの電波をキャッチする動きを見ていただいた後、衛星通信実験棟ＩＥ２０において、

全体計画の説明、パラボラアンテナの動作をコントロールする機器、電波を受信する機器を

見学いただく。また、UNITEC-1 の説明と金星に向かう NITEC-1 からの受信計画も説明す

る。 
 
 
 
 
 

超小型衛星通信地上局パラボラアンテナ始動式を開催 
－西日本最大規模の超小型衛星用パラボラアンテナが伊都キャンパスに設置－ 

概 要 
国立大学法人九州大学（総長 有川節夫）は、超小型衛星との通信・データ受信を行うためのパラ

ボラアンテナ（直径２．４ｍ）を中心とする超小型衛星通信地上局を設置します。これは、最先端

研究開発支援プログラム『日本発の「ほどよし信頼性工学」を導入した超小型衛星による新しい宇

宙開発・利用パラダイムの構築』（約４１億円）（東京大学 中須賀真一教授）の研究分担として設置

されるもので、工学研究院航空宇宙工学部門とシステム情報科学研究院情報知能工学部門が協力し

て設置します。 
超小型衛星通信地上局は、大学のもつ超小型衛星用パラボラアンテナとしては西日本一帯では最

大規模のパラボラアンテナを有し、設置場所は、伊都キャンパスの衛星通信実験棟ＩＥ２０の敷地

内になります。 
このたび、そのなかで通信の最も重要な役割を担うパラボラアンテナ（直径２.４m）が完成し受

信装置が設置されましたので、５月１７日（月）１２：２０から、「超小型衛星用通信地上局パラボ

ラアンテナ始動式」を行います。 
なお、このアンテナは動作確認のために、５月１８日（火）H-IIA ロケット１７号機により打ち

上げられる Planet-C という衛星の相乗りとして地球重力圏を離れ、金星に向かって打ち出される世

界初の大学開発の深宇宙衛星 UNITEC-1 からの電波をキャッチすることを行います。 



 
■解 説 

超小型衛星の運用においては、日本各地の大学や高専に設置した小型のアンテナを持つ地上局により

通信・運用を行っているが、それらの受信設備は小型でアンテナの受信面積が小さいために超小型衛星

からの電波を受信しにくいのが現状である。これらの問題を解決するには、3m クラスのパラボラアン

テナを、日本に分散して設置することが必要であるが、現在、大学の超小型衛星に利用できる 3m クラ

スのパラボラアンテナは東北大、東大、和歌山大に設置されているのみである。衛星からの電波をとら

えるために国内の十分に離れた数カ所に同程度のパラボラアンテナを設置し、超小型衛星の電波を確実

に受信する環境を整備することによって超小型衛星との通信が確実になり、超小型衛星の運用性が飛躍

的に高まる。また、パラボラアンテナの使用により、衛星側の発信機はより小電力化でき、衛星の設計

において自由度が高まるという大きな利点が生まれる。 
さらに、このようにしてパラボラアンテナにより超小型衛星からの信号が得られたとして、全国に分

散している大学のユーザーに速やかにデータを配信する運用法及びユーザーがこのような地上局を遠

隔操作し、ユーザーの所有するあるいは複数ユーザーで所有している衛星との双方向通信を行う運用方

法はまだ十分には確立していないのが現状である。 

九州大学では、これらの背景をふまえて、超小型衛星に用いられている Cバンド、Xバンドの地上局

インフラを構築するとともに、その運用法について研究することを目的としている。 

 

 
 

九州大学伊都キャンパスに設置されたパラボラアンテナ（直径 2.4m） 
 

 
 
受信信号処理装置、衛星自動追尾システムウェア 
 
 
 
 

【お問い合せ】 
九州大学大学院工学研究院教授 麻生 茂    
電話：０９２－８０２－３０５０ 
   ０９０－９５９３－５４０３ 
Mail：aso@aero.kyushu-u.ac.jp 



衛星通信実験棟 ＩＥ２０ （船海回流水槽実験棟の道路挟んで反対側）

静止衛星用パラボラアンテナ群のコンクリート基
礎と同じレベルに1辺3mのコンクリート土台を据
え、そのレベルから回転軸までの高さ2mのパラ
ボラアンテナ（直径2.4m）を２基設置する（1基は

今秋）

受信、送信関係の機器は衛星通信ネットワー
ク実験施設内の建屋内に設置する

2m

直径
2.4m

パラボラアンテナ設置場所

（テープカット式典会場）

（備考：雨天時は衛星通信実験
棟 IE２０内で実施）



会場 衛星通信実験棟ＩＥ２０




